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チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ 無回答 ご意見

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

68.2 22.7 4.5 4.5
△とても狭く感じる。
△広い場所が良いがそうすると職員の目が
届きにくくなるので何とも言えない。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 81.8 9.0 4.5 4.5 △人数ばかりでプロ意識に欠けている。

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になされ
ているか

86.4 4.5 4.5 4.5
△外に椅子があるが使いにくい。△玄関前
のスペースに靴が無造作に置かれている。
転倒の原因にもなるし見た目もよくない。

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画*1が作成されているか

90.9 4.5 0 4.5

5
活動プログラム*2が固定化しないよう工夫さ
れているか

86.4 13.6 0 0

〇運動・クラフト・畑・調理・いろいろ体験さ
せてもらってありがたいです。
△あまり費用が掛からないようにしていただ
けるともっと助かります。

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
害のない子どもと活動する機会があるか

31.8 45.5 9.0 18.2
△分からない。
△木・金のみの利用の為分からない。

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

90.9 0 4.5 4.5

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

90.9 9.0 0 0

〇動画、写真で見せてもらえ良い点・悪かっ
た点も報告してもらえて安心してお願いでき
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△簡単
な連絡帳のようなものがあると便利

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

77.2 13.6 4.5 4.5

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

40.9 36.9 18.2 4.5
〇保護者会等は時間を合わせるのが難し
いので現状通り個別でよいと思う。

11

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があった場合に迅速か
つ適切に対応しているか

81.8 18.1 0 0

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

91.0 0 4.5 4.5

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信しているか

86.4 18.1 0 5
〇H.P、フェイスブックのupありがとうござい
ます。楽しい様子が見られて嬉しい。

14 個人情報に十分注意しているか 90.9 4.5 0 4.5

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

59.0 31.8 0 9.0 △分からない。

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

36.4 45.4 0 4.5 △分からない

17 子どもは通所を楽しみにしているか 95.5 0 0 4.5
〇毎日楽しみにしている。
〇居場所を作ることができてとても嬉しい。

18 事業所の支援に満足しているか 91.0 4.5 0 4.5
〇皆さんとてもよい人ばかりで安心していま
す。

＊提出していただいた評価表は22人分で数字の単位は％で表示してあります。

＊わかる好悪目にしか〇がついていない方が1人いたため、分からないで計上しています。
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放課後等デイサービス評価表保護者等向け
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チェック項目 今後の改善点

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

その日の利用数によっては公園に行くなどしていく。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 内・外部の研修を行っているので、行っていることを保護者にもお伝えしていく。

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になさ
れているか

支援員の靴はきちんとしまう様にした。玄関前の整理整頓をした。椅子は安全
なものに交換する。

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画*1が作成されているか

今後も子供の特性に応じて本人・保護者のみなさんと一緒に将来を見据えた支
援計画を作成していきたい。また、その都度子どもの様子をお伝えしていきた
い。

5
活動プログラム*2が固定化しないよう工夫さ
れているか

季節や年中行事などをふまえて時季に沿った活動をマンネリ化しないように計
画していきたい。ご利用者の行いたいことを聞いてもよいかもしれない。

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
害のない子どもと活動する機会があるか

公園で会ったお友達が鬼ごっこに参加してくれ、交流する機会がある。

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

契約の際に必ず読み合わせをしてご説明している。今後も丁寧に説明していき
たい。

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

今後もできるだけ詳しく子どもの様子を伝えていきたい。

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

今年度は夏と冬に任意で面談の機会を設けた。今後も希望者に対して行って
いきたい。気になることがあるご家庭については積極的にアプローチして支援し
ていきたい。

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

今年度は夏休みに船越の事業所を会場に、追分と船越の保護者が出会えるよ
うなイベントを計画実施した。ご家族で来られた家庭もあり、参加された方には
有意義な時間になったと思われる。保護者同士の連携が取れるような機会が
必要か、ニーズを調査したい。

11

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があった場合に迅速
かつ適切に対応しているか

今年度は荷物の忘れ物が多かったため、ご迷惑をおかけした。帰宅準備の際
にまずは支援員が落ち着き車両の準備や送りに出る準備をするようにした。休
憩室やロッカーに忘れ物がないか確認するようにし、ご利用者・支援員ともに声
掛けをするようにしている。

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

保護者の方とお会いした際は、チャレンジしたことや楽しめたことを伝えるなど、
事業所での活動がより分かるように伝える。ご家庭での様子も聞きながら、より
深い理解とより適切な支援をしたい。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信しているか

今後もより多くの内容をメールやフェイスブック・ホームページ等（その中の写真
をプリントアウトする方法をお知らせすることで子どもの写真を提供していきた
い。）

14 個人情報に十分注意しているか 今後も個人情報の管理には細心の注意を払って取り組んでいきたい。

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

現行の緊急時対応マニュアル等のマニュアルを再点検し子ども・保護者への連
絡・報告を確実に行っていきたい。

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

今年度は職員のみで研修を行った。今後は定期的に計画・実践できるように年
間計画の中に入れていきたい。

17 子どもは通所を楽しみにしているか
子ども達の笑顔があふれる毎日である。家ではできないような体験と、さまざま
な年齢層の仲間との出会いを通して少しずつ成長してほしいと願っている。今
後も子どもたちの笑顔が続くよう支援していきたい。

18 事業所の支援に満足しているか

今年度も障がい者スポーツ・クラフト・畑の３本柱でやってきたが、本事業所で
の活動が興味関心を広げるきっかけになっていると感じる。今後も子どもたちの
特性に応じて、より多くの体験や実践ができ、将来の豊かな生活（特に余暇活
動）につながるような楽しそうなたくさんの選択肢を提供していきたいと思う。

評価と今後の改善点
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